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今 月 の トォフ

　あけましておめでとうございます。
2014 年（平成 26 年）がスタートし
ました。今年は『午』年。今号の表紙は、
昨年の『広報伊万里』を飾った皆さん
の笑顔で干支の文字『午』を表してみ
ました。どうか今年も市民の皆さんの
素晴らしい笑顔に会えますように！

月

安らぎのまち
ひとが輝く

活力あふれ 広 報

　昭和 29 年４月１日
に２町７か村の合併に
より発足した伊万里市
は、４月に市制施行
60 周年を迎えます。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
伊
万
里
市
が
誕
生
し
て
60
年
、
人
生
に
例
え
る
と
還
暦
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
ま
す
。

　
昭
和
29
年
４
月
に
、
伊
万
里
湾
の
総
合
開
発
を
め
ざ
し
２
町
７
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
本
市
は
、
炭
鉱
閉
山
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
衰
退
と
人
口
の
減
少
を
経
験
し
ま
し
た

が
、
今
日
で
は
、
伊
万
里
湾
に
造
成
さ
れ
た
大
規
模
な
工
業
団
地
に
多
く
の
企
業
が
立
地

す
る
と
と
も
に
、
黒
川
町
七
ツ
島
地
区
に
お
い
て
は
港
湾
施
設
の
整
備
が
進
み
、
成
長
著

し
い
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
対
岸
諸
国
と
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
に
よ
る
貿
易
が
活
発
に

行
わ
れ
る
な
ど
、
伊
万
里
湾
を
中
心
と
す
る
中
核
的
な
機
能
を
備
え
た
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
変
遷
を
経
て
着
実
な
成
長
を
遂
げ
て
き
た
本
市
を
真
に
自
立
し
た
地
域
社
会
へ

と
高
め
、
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
平
成
26
年
は
、
今
日
の
伊
万
里
を
築
い
た

先
人
の
足
跡
に
感
謝
し
、
市
民
の
皆
様
と
市
制
60
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
本
年
を
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
諸
事
業
の
実
現
に
向
け
全
力
で
走
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
原
子
力
災
害
を
想
定
し
た
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
11
月
に
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
の
福
島
県
南
相
馬
市
を
訪
問
し
、
今
な
お
、
復
興
が

進
ま
な
い
厳
し
い
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
、
防
災
対
策
の
重
大
さ
へ
の
思
い
を
一
層
強

く
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
原
子
力
発
電

所
の
立
地
自
治
体
並
み
の
『
事
前
了
解
』
を
含
む
安
全
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、
電
力
会

社
へ
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
万
一
、
原
子
力
災
害
や
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場

合
に
主
要
な
情
報
伝
達
手
段
と
な
る
防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、
避
難
経
路
と
な
る
国
道

や
県
道
、
市
道
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
岡
都
市
圏
と
の
移
動
時
間
を
大
き
く
短
縮
す

る
西
九
州
自
動
車
道
が
、
26
年
度
中
に
、
唐
津
市
か
ら
南
波
多
町
の
谷
口
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
の
区
間
と
、
山
代
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
か
ら
松
浦
市
ま
で

輝く未来に向け、　　さらに前進するまちづくりのために
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の
区
間
が
開
通
し
、
高
速
性
や
定
時
性
の
確
保
と
と
も
に
産
業
の
活
性
化
や
地
域
間
交
流

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
市
内
区
間
の
早
期
整
備
に
向
け
事
業
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
西
九
州
自
動
車
道
や
長
崎
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
国

道
２
０
４
号
バ
イ
パ
ス
や
都
市
計
画
道
路
大
坪
木
須
線
の
整
備
を
促
進
し
市
街
地
に
お
け

る
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
万
里
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
重
点
港
湾
と
日
本
海
側
拠
点
港
と
し
て
施
設
整
備

や
機
能
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
展
開
に
よ
る
荷
主
の
確
保
と
新
規

コ
ン
テ
ナ
航
路
の
開
設
等
に
よ
り
経
済
交
流
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本

市
臨
海
部
に
お
け
る
最
後
の
開
発
適
地
で
あ
る
浦
ノ
崎
地
区
の
産
業
用
地
と
し
て
の
開
発

に
向
け
た
土
地
利
用
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
佐
賀
県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
九
州
自
動
車
道
の
開
通
を
見
据
え
、
伊
万
里
焼
や

伊
万
里
牛
、
伊
万
里
梨
な
ど
の
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
の
販
路
拡
大
を
は
じ
め
、
近
隣
都
市
や

旅
行
会
社
と
連
携
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
観
光
資
源
の
商
品
化
な
ど
福
岡
都
市
圏
を

対
象
と
し
た
観
光
戦
略
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
や
減
反
政
策
の
転
換
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
農
地
の
集

約
化
等
に
よ
る
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化
や
農
家
が
農
産
物
の
加
工
や
流
通
に
も
関
わ
る
６

次
産
業
化
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
西
部
地
区
４
市
５
町
に
よ
り
整
備
す
る
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
来
年
12

月
の
完
成
に
向
け
着
実
に
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
大
川
内
町
の
散
弾
銃
射
撃
場
の

環
境
対
策
を
進
め
る
ほ
か
、
小
中
学
校
の
規
模
適
正
化
の
取
り
組
み
や
、
南
波
多
小
・
中

学
校
と
滝
野
小
・
中
学
校
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
な
ど
、
教
育
効
果
を
高
め
る

た
め
の
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
業
の
積
極
的
な
展
開
に
よ
り
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
礎

を
基
に
、『
活
力
あ
ふ
れ
　
ひ
と
が
輝
く
　
安
ら
ぎ
の
ま
ち
　
伊
万
里
』
の
実
現
に
向
け
、

全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

輝く未来に向け、　　さらに前進するまちづくりのために

伊万里市長　塚 部  芳 和

平成 26 年  年頭のごあいさつ
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区間賞 氏　名 タイム 　大　会

１区（3.3k） 川原　國男（大 坪） 10：48 第 40 回

２区（4.6k） 土田　将太（東山代） 15：40 第 59 回

３区（5.1k） 牧瀬　光之（二 里） 17：09 第 57 回

４区（1.9k） 川原　麻子（大 坪） 06：36 第 46 回

５区（6.0k） 北村　弘樹（立 花） 19：44 第 55 回

６区（6.6k） 松本　愼市（大 坪） 21：48 第 53 回

７区（4.9k） 松永　鉄男（伊万里） 15：33 第 40 回

８区（7.7k） 北村　弘樹（立 花） 24：40 第 56 回

９区（7.1k） 岩﨑　　瑛（大川内） 21：59 第 56 回

10 区（5.6k） 永尾　幸大（二 里） 18：30 第 52 回

11 区（4.9k） 松本　千弘（波多津） 16：32 第 55 回

12 区（2.6k） 山﨑　大聖（立 花） 08：09 第 60 回

60th

記念すべき 60 回大会で３年ぶり４回目の栄冠に輝き、笑顔いっぱいの立花地区チームの皆さん

　
昭
和
29
年
に
西
松
浦
郡
内
の
２
町
７
か
村
が
合

併
し
、
伊
万
里
市
が
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

市
政
を
運
営
す
る
う
え
で
、
２
町
７
か
村
の
壁
を

取
り
払
い
、
８
万
３
０
０
０
人
の
市
民
の
一
体
化

や
親
和
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
誕
生
し
た
の
が
市
内
一

周
駅
伝
競
走
大
会
で
す
。

　
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
は
、
区
間
や
コ
ー
ス
、

距
離
の
変
遷
が
あ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
紆う

余よ

曲
き
ょ
く

折せ
つ

が
あ
っ
た
も
の
の
、
60
回
を
数
え
、
す
っ
か
り

伊
万
里
の
晩
秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
距
離
選
手
の
登
竜
門
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、
九
州
一
周
駅
伝
や
県

内
一
周
駅
伝
な
ど
で
活
躍
す
る
選
手
を
多
く
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

60
回
大
会
の
開
催
を
記
念
し
、
60
回
大
会
の
成

績
や
大
会
の
あ
ゆ
み
な
ど
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
大

会
に
携
わ
る
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
じ

て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
大
会
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

栄光の軌跡

市制と時を同じくして産声を上げた駅伝

優勝回数 町  名

15 回 山　代

13 回 松　浦

10 回 二　里

  ６回 東山代

  ４回 伊万里

  ４回 立　花

  ３回 波多津

  ３回 大　川

  ２回 大　坪

  １回 黒　川

60 歳の市内一周駅伝競走大会
特 集

大会を彩った歴代区間最高記録ホルダー

● 

問
合
先
　
体
育
保
健
課
（
☎
㉓
３
１
８
７
）

60 回大会で魂の選手宣誓を
する東山代町の立石健太選手

走
行

区　　　間 距離
（㎞）自 至

１
浦ノ崎駅前 久原駅前

3.3
40歳以上区間

２ 久原駅前 東山代小学校前 4.6
３ 東山代小学校前 相生橋 5.1

４
相生橋（再スタート） 木須東

1.9
女　性　区　間

５ 木須東 消防署北分署前 6.0
６ 消防署北分署前 波多津公民館前 6.6

７ 波多津公民館前
（再スタート） 中山神社前 4.9

８ 中山神社前 南波多梨選果場内 7.7

９ 南波多梨選果場内
（再スタート） 消防署東分署前 7.1

10 消防署東分署前 ＪＡ伊万里松浦支所前 5.6
11 ＪＡ伊万里松浦支所前 中島重機開発前 4.9
12 中島重機開発前 市役所前 2.6

60回大会のコース（12区間 60.3 キロ）
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１回20 回21 回

　昨年 11 月 24 日に第 60 回を迎えた伝統ある市内一周駅
伝競走大会。これまで『広報伊万里』でも結果などを記事に
してきました。ここでは、昔懐かしい記事や珍しい記事など
を紹介します。『広報伊万里が伝えてきた市内一周』を通じて、
市内一周駅伝競走大会の歴史を垣

かい

間
ま

見てみましょう。

市
内
一
周
駅
伝

   

競
走
大
会
の
あ
ゆ
み

▼
昭
和
29
年
４
月
１
日

　
伊
万
里
市
制
施
行

▼
昭
和
30
年
１
月
30
日

　
大
会
名
は
『
第
１
回
市
内

　
各
町
対
抗
市
内
一
周
駅

伝
』。
浦
ノ
崎
駅
前
を
ス

タ
ー
ト
し
、
８
区
間
77
㌔

で
競
わ
れ
た
。
初
代
王
者

は
波
多
津
町
で
、
タ
イ
ム

は
３
時
間
52
分
45
秒

▼
昭
和
48
年
12
月
９
日

　
山
代
町
が
６
連
覇
達
成
。

久
原
駅
前
で
行
わ
れ
た
開

会
式
で
、
市
内
一
周
駅
伝

競
走
大
会
の
実
施
に
尽
く

し
た
と
し
て
４
人
（
副
島

喜
左
エ
門
さ
ん
、
力
武
英

亘
さ
ん
、
井
手
正
範
さ
ん
、

古
賀
誠
さ
ん
）
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た

▼
昭
和
49
年
12
月
８
日

　
中
山
地
区
婦
人
会
に
、
長

　
年
に
わ
た
る
駅
伝
選
手
へ

　
の
心
づ
か
い
に
感
謝
し
て

　
市
体
育
協
会
か
ら
表
彰
状

　
が
贈
ら
れ
た

特 集　60 歳の市内一周駅伝競走大会

↑ 11 回（昭和 39 年 12 月６日）

　
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
の
記
事
を
初
め

て
『
広
報
伊
万
里
』
に
掲
載
し
た
の
は
、
第

11
回
大
会
で
し
た
。

寒風をついて 50 キロ

↑ 16 回（昭和 44 年 12 月７日）

↑ 25 回（昭和 53 年 12 月３日）
花嫁がゴールに出迎え

　
大
会
初
の
女
性
選
手
、
出
雲
景
子
さ

ん
（
波
多
津
中
学
校
教
諭
・
22
歳
）
が
オ
ー

プ
ン
参
加
。
３
区
（
東
山
代
駅
前
〜
佐

賀
銀
行
伊
万
里
支
店
前
・
４
㌔
）
を
最

後
尾
ラ
ン
ナ
ー
と
同
時
に
出
走
し
、
16

分
41
秒
の
タ
イ
ム
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。

あんときの記事だ！

　２区（久原駅前〜東山代小学校前）を
完走した東山代町長浜の中倉政義さん

（29 歳）は、中継所へ文金高島田の花嫁
姿で出迎えた南波多町井手野の山崎陽子
さん（24 歳）と手を取り合って、その足
で近くの結婚式場、正福寺に駆け込んで、
めでたく結婚にもゴールインをしました。

女性も初参加

18 回大会

↑ 29 回（昭和 57 年 12 月５日）

親子のふれあい
※ 昭和 58 年１月号『ほほえみひろば』に寄せられた手記より
　去る 12 月５日、市内一周駅伝が開催されていた。私たちも町民の一人
として、家族そろって応援に出かけた。沿道で応援しようかとも思ったが、
駅伝の雰囲気と選手の息づかいが少しでも感じられる所にと、中継所まで
出かけて行った。
　いやいやながら連れ出された子どもたちは、雨の中「早く帰ろう」とい
つ言い出すかと安じつつ、時間とともに近づいてくる選手の足音に耳を傾
け、高鳴る胸の鼓動を感じた。
　第一区、山代町一位で通過。頑張って走り抜いたお父さんに、子どもは
駆け寄り、無言の会話・・・。そっと差し出す手

て

拭
ぬぐ

いにほのかなぬくもり
を覚え、完走した満足感と慈愛に満ちた父親のまなざしが、とても印象的
であった。そして子どもの顔は、誇らしい父親を持った優越感で満たされ
ていた。
　私は、この親子のほのぼのとした光景にまぶたがあつくなった。近年、
親子の断絶とか人間疎外がいわれている中に、このような温かい親子のふ
れあいをかいま見て、心温まる思いでした。と同時に、この姿こそ、今私
たちに求められている親子の姿ではないでしょうか。
　いやいや出かけて来たわが子も、すっかりこの場の雰囲気を楽しんでい
た。無理やり連れてきてよかったと思った。選手の通り過ぎる後を見送り
ながら・・・。

　
山
代
町
久
原
二
区
の
川
尻
栄
子
さ

ん
が
市
内
一
周
駅
伝
に
つ
い
て
寄
せ

た
手
記
を
紹
介
し
ま
す
（
右
）。

歴史をちょっとつまみ食い



　
市
内
13
地
区
の
代
表
選
手
が
、

12
区
間
60
・
３
㌔
で
健
脚
を
競
う

『
第
60
回
伊
万
里
市
内
一
周
駅
伝
競

走
大
会
』
が
、
昨
年
11
月
24
日
に

行
わ
れ
立
花
地
区
が
３
年
ぶ
り
４

回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
序
盤
か
ら
主
導
権
を
握
っ
た
の

は
立
花
地
区
。
２
区
の
岡
島
明
子
、

３
区
の
内
野
加
那
子
が
、
男
子
が

多
い
区
間
で
そ
れ
ぞ
れ
区
間
３
位

の
快
走
を
み
せ
、
中
盤
で
も
８
区

で
、
歴
代
区
間
最
高
記
録
を
た
だ

一
人
２
区
間
で
持
つ
男
・
北
村
弘

樹
が
、
今
回
も
区
間
賞
を
獲
得
す

る
貫
禄
の
走
り
。
最
後
は
、
ア
ン

カ
ー
の
山
﨑
大
聖
が
区
間
新
記
録

と
な
る
驚
が
く
の
走
り
で
締
め
る

見
事
な
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

ど
の
町
の
沿
道
に
も
、
た
く
さ
ん

の
市
民
が
駆
け
つ
け
、
思
い
思
い

に
温
か
い
声
援
や
拍
手
を
選
手
た

ち
に
送
っ
て
い
ま
し
た
。
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▼
昭
和
54
年
12
月
９
日

　
大
坪
地
区
が
初
参
加
。
大

　
川
町
と
松
浦
町
が
３
時
間

　
44
分
57
秒
の
同
タ
イ
ム
で

　
優
勝
。
大
川
町
は
初
優
勝
。

　
松
浦
町
は
６
連
覇
達
成

▼
昭
和
56
年
12
月
６
日

　
松
浦
町
が
８
連
覇
達
成
。

現
在
も
こ
の
連
続
優
勝
記

録
は
破
ら
れ
て
い
な
い

▼
昭
和
62
年
11
月
29
日

開
催
日
を
11
月
最
後
の
日

曜
日
に
変
更
。
以
降
変
更

は
な
く
定
着
し
た

▼
平
成
２
年
11
月
25
日

　
山
代
町
が
２
度
目
と
な
る

６
連
覇
達
成

▼
平
成
３
年
11
月
24
日

東
山
代
町
が
30
年
ぶ
り
に

優
勝
。
山
代
町
の
７
連
覇

を
阻
止

▼
平
成
５
年
11
月
28
日

初
め
て
女
子
区
間
（
４
区
・

相
生
橋
か
ら
再
ス
タ
ー

ト
）
が
設
け
ら
れ
る

▼
平
成
７
年
11
月
26
日

東
山
代
町
が
５
連
覇
達
成

▼
平
成
８
年
11
月
24
日

二
里
町
が
初
優
勝

▼
平
成
15
年
11
月
30
日

立
花
地
区
が
初
参
加

▼
平
成
19
年
11
月
25
日

　
二
里
町
が
７
連
覇
達
成

▼
平
成
20
年
11
月
30
日

立
花
地
区
が
初
優
勝
。
二

里
町
の
最
多
連
覇
（
８
連

覇
）
記
録
更
新
を
阻
止

▼
平
成
23
年
11
月
27
日

黒
川
町
が
初
優
勝

26 回34 回38 回40 回

それぞれの市内一周
　「市内一周駅伝とは、あなたにとってひと言でいうと何ですか」。長い間、
市内一周駅伝と縁が深い２人にこんな質問をして、実際にしたためても
らいました（写真）。このほかインタビューでは、２人がそれぞれに市内
一周駅伝の魅力などについて語っています。市内一周駅伝を知らない人
も、これを読めば興味を持つきっかけになるかもしれませんし、市内一
周駅伝ファンの人は、もっと好きになるのではないでしょうか。皆さん
にも質問します。「あなたにとって市内一周駅伝とはどんな大会ですか」。

　市内一周駅伝競走大会 46 回出場は前人
未踏。大坪、立花と２つの町で優勝を経験。
東西松浦駅伝に 18 回、県内一周駅伝に８
回出場。現在もランニングを続けていて、
昨年 12 月の青島太平洋マラソン 2013
では、３時間 49 分 15 秒で完走。67 歳。

あなたにとっては何ですか

　
市
内
一
周
駅
伝
に
初
め
て
出
場

し
た
の
は
19
歳
。
き
っ
か
け
は
、

町
民
運
動
会
で
場
つ
な
ぎ
に
と
、

陸
上
の
経
験
も
な
い
私
が
走
っ
た

持
久
走
で
し
た
。
運
動
会
で
の
走

り
を
見
た
公
民
館
職
員
か
ら
誘
い

を
受
け
て
駅
伝
の
練
習
に
参
加
。

そ
こ
か
ら
、
市
内
一
周
駅
伝
に
46

回
も
出
場
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
、

不
思
議
な
も
の
で
す
よ
ね
。

　
市
内
一
周
駅
伝
は
特
別
に
緊
張

し
ま
す
ね
。
試
合
前
は
、
気
合
い

が
入
り
、
若
い
頃
は
深
夜
に
仕
事

が
終
わ
っ
て
も
、
職
場
か
ら
自
宅

ま
で
10
㌔
以
上
の
距
離
を
走
っ
て

帰
る
な
ど
し
て
練
習
時
間
を
確
保

し
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
に
腹

痛
を
起
こ
し
て
ブ
レ
ー
キ
に
な
り
、

チ
ー
ム
に
迷
惑
を
掛
け
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
で
も

監
督
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
勇
気
付

け
ら
れ
励
ま
さ
れ
て
、
次
の
大
会

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
と
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
１
秒
差
で
獲
れ
た
区
間
賞

と
、
２
秒
差
で
区
間
賞
を
逃
し
た

と
き
の
悔
し
さ
で
す
ね
。

　
苦
し
い
思
い
は
嫌
と
言
う
ほ
ど

味
わ
い
ま
し
た
が
、
ま
た
な
ぜ
か

市
内
一
周
駅
伝
の
季
節
に
な
る
と

ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
仲
間
と
喜
び
も
苦

し
み
も
分
か
ち
合
え
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
長
く
や
っ
て
い
る
と
そ
の

分
仲
間
も
増
え
ま
す
。
先
輩
や
同

僚
の
子
ど
も
と
一
緒
に
走
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
仲
間
と
の

絆き
ず
なや

思
い
出
が
私
の
財
産
で
す
。

　
市
内
一
周
駅
伝
最
大
の
魅
力
の

一
つ
は
沿
道
の
応
援
。
い
つ
も
地

元
の
み
な
ら
ず
分
け
隔
て
が
無
い

温
か
い
応
援
に
感
謝
で
す
。
伊
万

里
の
駅
伝
フ
ァ
ン
は
す
ご
い
で
す
。

　
市
内
一
周
駅
伝
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
大
会
の
お
か
げ
で
、

仲
間
や
ラ
イ
バ
ル
、
町
民
な
ど
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
人
た
ち
と
交

わ
る
こ
と
が
で
き
、
心
を
通
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
か
ら
。

28 回

き
っ
か
け
は
『
場
つ
な
ぎ
』

ひ
と
言
で
い
う
と
『
交
友
』

31 回大会

第 60 回  市内一周駅伝競走大会  立花地区が３年ぶりに王座奪還！

プロフィール　多久島　昇
Profile          Noboru Takushima

記
念
大
会
と
な
っ
た
60
回
大
会

は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た

特
別
な
思
い
、
独
特
の
緊
張
感

苦
楽
を
知
り
、
財
産
を
得
た

伊
万
里
の
駅
伝
フ
ァ
ン
は
す
ご
い

区間新記録を樹立した立花地区
山﨑大聖（右）のスタートダッシュ

37 回42 回
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▼
昭
和
54
年
12
月
９
日

　
大
坪
地
区
が
初
参
加
。
大

　
川
町
と
松
浦
町
が
３
時
間

　
44
分
57
秒
の
同
タ
イ
ム
で

　
優
勝
。
大
川
町
は
初
優
勝
。

　
松
浦
町
は
６
連
覇
達
成

▼
昭
和
56
年
12
月
６
日

　
松
浦
町
が
８
連
覇
達
成
。

現
在
も
こ
の
連
続
優
勝
記

録
は
破
ら
れ
て
い
な
い

▼
昭
和
62
年
11
月
29
日

開
催
日
を
11
月
最
後
の
日

曜
日
に
変
更
。
以
降
変
更

は
な
く
定
着
し
た

▼
平
成
２
年
11
月
25
日

　
山
代
町
が
２
度
目
と
な
る

６
連
覇
達
成

▼
平
成
３
年
11
月
24
日

東
山
代
町
が
30
年
ぶ
り
に

優
勝
。
山
代
町
の
７
連
覇

を
阻
止

▼
平
成
５
年
11
月
28
日

初
め
て
女
子
区
間
（
４
区
・

相
生
橋
か
ら
再
ス
タ
ー

ト
）
が
設
け
ら
れ
る

▼
平
成
７
年
11
月
26
日

東
山
代
町
が
５
連
覇
達
成

▼
平
成
８
年
11
月
24
日

二
里
町
が
初
優
勝

▼
平
成
15
年
11
月
30
日

立
花
地
区
が
初
参
加

▼
平
成
19
年
11
月
25
日

　
二
里
町
が
７
連
覇
達
成

▼
平
成
20
年
11
月
30
日

立
花
地
区
が
初
優
勝
。
二

里
町
の
最
多
連
覇
（
８
連

覇
）
記
録
更
新
を
阻
止

▼
平
成
23
年
11
月
27
日

黒
川
町
が
初
優
勝

総合
順位 町  名 タイム 区間賞 氏　名 タイム

優勝 立　花 3：33：46 １区（3.3k） 牧瀬　光之（二　里） 11：13

２位 山　代 3：34：18 ２区（4.6k） 古藤　健太（大　川） 16：32

３位 東山代 3：34：55 ３区（5.1k） 山口　茂幸（山　代） 17：44

４位 大　川 3：36：27 ４区（1.9k） 山下　莉奈（黒　川） 06：46

５位 二　里 3：37：08 ５区（6.0k） 山口　　剛（山　代） 20：46

６位 波多津 3：38：29 ６区（6.6k） 中島　優大（伊万里） 22：06

７位 伊万里 3：41：05 ７区（4.9k） 山本　一輝（東山代） 18：03

８位 黒　川 3：41：16 ８区（7.7k） 北村　弘樹（立　花） 25：40

９位 大　坪 3：41：45 ９区（7.1k） 山口　翔馬（伊万里） 22：00

10 位 南波多 3：50：01 10 区（5.6k） 山口　俊成（波多津） 18：40

11 位 松　浦 3：54：29 11 区（4.9k） 坂口　　豊（黒　川） 17：41

12 位 大川内 4：00：17 12 区（2.6k） 山﨑　大聖（立　花） 08：09

13 位 牧　島 4：12：16 躍進賞 大川（前大会より8 分57 秒短縮）

60 回 大 会 成 績 ※ 敬称略
※ 記録の赤字は区間新記録

　
選
手
時
代
の
一
番
の
思
い
出
は
、

雪
が
深
々
と
降
っ
た
日
の
大
会
で
、

中
継
所
近
く
の
あ
る
家
が
温
か
い

お
風
呂
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
た

こ
と
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
長
年
陸
上
に
携

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

駅
伝
熱
や
応
援
の
温
か
さ
は
、
県

内
ト
ッ
プ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
内
一
周
駅
伝
に
出
場
す
る
選

手
の
中
に
は
、
陸
上
を
し
て
い
な

か
っ
た
人
も
多
く
い
ま
す
し
、
市

内
一
周
駅
伝
で
活
躍
し
て
、
県
内

一
周
駅
伝
、
九
州
一
周
駅
伝
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
人
も
い

ま
す
。
九
州
一
周
駅
伝
に
出
場
す

る
レ
ベ
ル
の
選
手
が
、
市
内
一
周

駅
伝
で
死
に
物
狂
い
に
な
っ
て
走

る
姿
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
町
を

背
負
う
と
い
う
誇
り
や
重
圧
、
団

結
力
、
家
族
の
思
い
な
ど
、
市
内

一
周
駅
伝
や
市
民
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
熱
が
、
選
手
た
ち
を
熱
く
し
、

市
内
一
周
駅
伝
で
の
経
験
が
選
手

た
ち
を
強
く
し
ま
す
。
県
内
一
周

駅
伝
で
一
度
優
勝
し
た
り
東
西
松

浦
駅
伝
で
市
勢
が
上
位
を
占
め
た

り
す
る
こ
と
は
、
市
内
一
周
駅
伝

抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

長
距
離
選
手
の
『
登
竜
門
』
で
す
。

　
市
内
を
ほ
ぼ
一
周
巡
回
す
る
駅

伝
は
、
県
内
で
は
ほ
か
に
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
ま
で
長
く
継
続
で
き

た
こ
と
は
、
警
察
な
ど
関
係
機
関

の
連
携
や
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

44 回大会

最新の大会はこうなった！第 60 回  市内一周駅伝競走大会
特 集　60 歳の市内一周駅伝競走大会

　市内一周駅伝競走大会には、選手として
８回出場し、その後は審判など競技を運営
する側として 30 年以上携わっている。現
市陸上競技協会会長で、長年にわたり競技
力の向上や青少年の健全育成などに尽力し
ている。65 歳。

プロフィール　下平　康則
Profile         Yasunori shimohira

忘
れ
ら
れ
な
い
『
お
風
呂
』

続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

長
距
離
選
手
の
『
登
竜
門
』

後
と
も
事
故
の
な
い
安
全
な
大
会

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
内
一
周
駅
伝
を
ひ
と
言
で
い

う
と
『
夢
』
で
す
ね
。
毎
年
、
選

手
の
成
長
し
た
姿
や
ひ
た
む
き
な

姿
に
市
陸
上
界
の
明
る
い
未
来
の

夢
を
見
ま
す
。
選
手
や
家
族
、
町

民
な
ど
の
夢
が
特
別
に
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
大
会

だ
と
携
わ
っ
て
い
て
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
夢
を
、
そ

し
て
夢
の
あ
る
大
会
を
、
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
言
で
い
う
と
『
夢
』

大川町２区の古藤健太（左）から３区
の古藤康太への兄弟リレー

二里町 11 区の中尾啓司（左）から 12
区の中尾浩司への親子リレー

43 回50 回54 回55 回58 回
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整骨院などで施術を受ける皆さんへ
 ● 問合先　▷長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）
　　　　　 ▷佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課給付係（☎０９５２　８４７６）

　『柔道整復』、『はり・きゅう』、『あん摩・マッサージ』の施術を受けるときに、国民健康保険や後期高齢者医療保険
が使えない場合があります。次の事項に注意してください。

▷保険の対象となる施術は、あらかじめ主治医の同意が必要です。ただし、一部の例外を除きます（下表を参照）。

▷医療機関（病院、診療所など）で治療中の傷病がある場合、その傷病についての柔道整復や、はり・きゅうの施術は保

険の対象にはなりません。

▷疲労回復や慰安を目的としたものは、保険の対象にはなりません。

▷あん摩・マッサージの往療（往診）には、主治医の同意が必要です。

▷公共交通機関などを利用して患者一人で施術所への通所が可能な場合、往療（往診）は保険の対象に

はなりません。

▷必ず領収書を発行してもらいましょう。

区　分 対象となる症例 主治医
の同意

往療（往診）の条件 医療機関
との併用対象となる症例 主治医の同意

柔道整復
（整骨院）

急性または亜急性の外傷性の骨折、脱臼 必要 歩行困難など 不要 ×

急性または亜急性の外傷性の打撲・ねんざ 不要 歩行困難など 不要 ×

はり・きゅう
神経痛、リウマチ、頸

けいわん

腕症候群、五十肩、
腰痛症、頸

けいつい

椎ねんざ後遺症など
必要 歩行困難など 不要 ×

あんま・マッサージ
筋麻

ま ひ

痺、関節拘
こうしゅく

縮など医療上マッサージ
を必要とされる症例

必要 歩行困難など 必要 ○

●保険の対象となる症例など

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
適
用
さ
れ

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

■ 

税
制
上
の
優
遇
措
置

　
市
へ
の
寄
附
は
、『
ふ
る
さ
と
納
税
』
と

し
て
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は

市
税
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

寄
附
の
方
法

①
寄
附
金
の
額

　
１
口
５
０
０
０
円
と
し
て
何
口
で
も
受

け
付
け
ま
す
（
５
０
０
０
円
以
下
の
金

額
で
も
受
け
付
け
ま
す
）。

②
寄
附
の
手
続
き

　『
寄
附
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。『
寄
附

申
込
書
』
は
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
な
ど
で
財
政
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
送
付
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
申
込
み
後
、
市
か
ら
『
振
込
用
紙
』
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
口
座
に
振

り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
寄
附
金
納
付
後
の
手
続
き

　
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
、
伊
万
里

市
長
名
で
領
収
書
（
受
納
書
）
を
送
付
し

ま
す
。
こ
の
領
収
書
は
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
の
際
に

必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
住
所
地
な
ど
の

所
轄
の
税
務
署
ま
た
は
住
ん
で
い
る
市
区

町
村
役
場
税
務
担
当
課
で
期
限
内
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
申
告
期
間
は
、
近
く
の
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１
　
伊
万
里
市
立
花

町
１
３
５
５
‐
１
　
伊
万
里
市
役
所
　
財

政
課
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
担
当
あ
て

　（
　 

☎
㉓
２
１
１
２
、 

　
㉒
７
２
１
３
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　zaisei@
city.im

ari.lg.jp

〜
ふ
る
さ
と
納
税
で
伊
万
里
に
寄
附
（
エ
ー
ル
）
を
〜

　
　
あ
な
た
の
伊
万
里
へ
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

　
市
で
は
、『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い
ま
ち
伊
万
里
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
元
気
な
伊
万
里
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
市
が
取
り
組
む
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、『
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
親
戚
や
知

人
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
お
願
い
し
ま
す
。

FAX

64

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。
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11
月
21
日
、
市
国
際
交
流
協
会

が
、
設
立
25
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
タ
ン
ゴ
発
祥
の
地
で
あ
る
南
米

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文
化
を
市
民
に

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
宝
く
じ
助

成
金
を
活
用
し
『
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ

ン
ゴ
の
夕
べ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
５
０
０
人
を
超
え
る
観
客
は
、

本
当
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
来
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
に
浸
り
な
が
ら

本
場
の
踊
り
や
演
奏
を
心
ゆ
く
ま

で
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
演

者
と
市
内
ダ
ン
ス
愛
好
者
を
中
心

に
ダ
ン
ス
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
交
流
会
を
開
い
た

ほ
か
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
国
際
交
流

を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
で
行
う
事
業
や
活
動

に
必
要
な
設
備
の
整
備
の
た
め
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
て
、
今
回

の
よ
う
な
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源
と
し
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
や
普
及
を
広
報
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
夕
べ
』

地
域
の
国
際
化
の
推
進
に
活
用

● 

問
合
先
　
国
際
交
流
室
（ 

　
☎
㉒
７
０
４
６
）

　
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
整

備
を
進
め
て
い
た
大
川
町
駒
鳴
区

の
放
送
設
備
が
、
昨
年
11
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
今
回
の
放
送
設
備

の
整
備
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
や

緊
急
時
に
お
け
る
的
確
な
情
報
伝

達
が
可
能
と
な
り
、
地
域
住
民
の

安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
通
常
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
で
行
う
事
業
や
活
動

に
必
要
な
設
備
の
整
備
の
た
め
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
て
、
今
回

の
よ
う
な
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源
と
し
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
や
普
及
を
広
報
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

　
習
係
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
６
）

大
川
町
駒
鳴
区
に
放
送
設
備
を
整
備

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
活
用

↑避難所でスクリーニング検査を受け
　る松浦町から避難してきた参加者

　
11
月
30
日
、
玄
海
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
想
定
し
た
県
原
子
力

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
市
か
ら
は
、

松
浦
町
、
二
里
町
、
東
山
代
町
の

住
民
１
５
２
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
バ
ス
３
台
に
分

乗
し
て
嬉
野
市
塩
田
町
の
嬉
野
中

央
公
民
館
に
避
難
し
、
被
ば
く
線

量
を
測
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
り
、
講
演
を
聞
い
た
り
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
市
災
害
対
策

本
部
か
ら
市
域
内
の
携
帯
電
話
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
を
発
信
す
る
訓
練
や
、
市
役

所
の
機
能
を
武
雄
市
役
所
山
内
支

所
に
移
設
し
、
県
災
害
対
策
本
部

と
の
連
絡
体
制
を
確
保
す
る
訓
練

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

● 

問
合
先
　
総
務
課
防
災
危
機
管

　
理
室
（ 

☎
㉓
２
１
２
３
）

県
原
子
力
防
災
訓
練

市
か
ら
１
５
２
人
が
参
加

　
11
月
28
日
、
佐
賀
県
西
部
の
４

市
（
伊
万
里
、
武
雄
、
嬉
野
、
鹿
島
）

５
町
（
有
田
、
白
石
、
江
北
、
大
町
、

太
良
）
で
新
設
す
る
県
西
部
広
域

ご
み
処
理
施
設
の
起
工
式
が
、
松

浦
町
の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
に
は
、
構
成
す
る
各

市
町
の
首
長
や
地
元
住
民
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
１
月
供
用
開
始
予
定

の
ご
み
処
理
施
設
は
、
総
敷
地
面
積

約
３
・
２
㌶
で
、
地
上
５
階
、
地
下

１
階
建
て
の
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

推
進
施
設
』
に
は
、
２
基
の
焼
却
炉

が
入
り
ま
す
。
焼
却
炉
は
、
ガ
ス
化

溶
融
方
式
で
日
量
最
大
２
０
５
㌧

を
処
理
し
、
焼
却
時
に
発
生
す
る

熱
で
発
電
し
、
施
設
で
使
用
す
る

す
べ
て
の
電
力
を
賄
う
予
定
で
す
。

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
起
工
式

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
（ 

☎
㉙
８
４
５
５
）

建
設
予
定
地
で
１
５
０
人
が
工
事
の
安
全
を
祈
る

↑起工式の地鎮之儀で『斎
いみ

鎌
かま

』を執
り行う塚部芳和管理者

↑駒鳴区に整備さ
　れた放送設備

↑独特の雰囲気のなか披露されるリズミカルで迫力のある踊りや
演奏が、会場を埋めつくした観客を終始魅了し続けていました
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１
年
間
は
長
い
よ
う
で
短
い
も
の
で
、

私
の
研
修
も
終
了
し
、
12
月
下
旬
に
帰
国

し
ま
し
た
。
伊
万
里
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
公
務
研
修
生
と
し
て
伊
万
里
に
来
る

こ
と
が
で
き
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
風

俗
習
慣
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
も
ら

い
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
伊
万
里
の
町
中
に
ペ
タ
ペ
タ
と
私

の
足
あ
と
が
残
っ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
景
色
を
満
喫
し
、
歴
史
や
文
化
を
全
般

的
に
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
市
が
提

供
し
て
く
れ
た
研
修
や
自
主
研
修
で
、
さ

ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
半
年
間
、
初
級
中
国
語
教
室
の
講
師

を
担
当
し
、
中
国
の
文
化
や
風
俗
習
慣
な

ど
を
紹
介
し
た
り
、
日
本
や
伊
万
里
の
こ

と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
お

互
い
の
国
に
つ
い
て

理
解
し
合
う
い
い

チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
来
伊

早
々
に
参
加
し
た
多

文
化
交
流
事
業
『
フ

ル
ー
ツ
の
里
　
正
月

体
験
イ
ン
南
波
多
』

や
『
日
中
友
好
餃
子
会
』、
賑に

ぎ

や
か
な
い
ま

り
秋
祭
り
の
市
民
総
踊
り
な
ど
、
い
く
つ

も
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
多
く
の
市

民
の
人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
私
の
感

動
の
引
き
出
し
は
、
す
で
に
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
て
、
伊
万
里
で
過
ご
し
た
楽
し

く
充
実
し
た
日
々
は
、
私
の
人
生
の
中
で

も
思
い
出
深
い
１
年
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
伊
万
里
で
学
ん
だ
も
の
を
こ

れ
か
ら
の
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
、
ま
た
、

自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
心
で
感
じ
た

日
本
の
こ
と
や
伊
万
里
の
い
い
と
こ
ろ
を

大
連
の
皆
さ
ん
に
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
中
友
好
が
子
々

孫
々
ま
で
続
く
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
。

　
伊
万
里
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
連
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

　

ちゃき
ちゃきの   

大連っ子

中
国
大
連
市

　
公
務
研
修
生

韓
静
さ
ん

最
終
リ
ポ
ー
ト 

韓
カ ン

　静
セ イ

 さんが  中国・大連 に 帰国
１年間の公務研修を終えて

伊万里と大連から日中友好が続くようお祈りします

再
サ

イ

見
チ
エ
ン

！

いまり秋祭りでは市民の皆さんと一緒に
楽しく踊りました

　
プ
ロ
の
講
師
を
招
い
て
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
独
身
男
女

一
人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め

ざ
し
ま
す
。
簡
単
な
『
恋
愛
力
テ
ス

ト
』
を
受
け
る
だ
け
で
、
あ
な
た
の

恋
愛
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
タ
イ
プ
が
分
か
り
ま
す
。

● 

日
　
時
　
１
月
19
日
（
日
）

▽
女
　
性
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
男
　
性

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

参
加
費
　
無
　
料

● 

定
　
員

　
男
女
各
20
人
（
先
着
順
）

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

魅
力
度
ア
ッ
プ
・

恋
愛
力
ア
ッ
プ
講
座

新
春
☆

福
岡
・
佐
賀
で
初
詣
！

♥

♥
良
縁
・
縁
結
び
の
ご
利
益
の
あ
る

『
恋
木
神
社
』
な
ど
、
福
岡
、
佐
賀

県
内
の
三
神
社
を
参
拝
し
ま
す
。

♥
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

を
堪
能
し
、
温
泉
の
『
足
湯
』
に

も
立
ち
寄
り
ま
す
。

● 

日
　
時
　
１
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

● 

参
加
費
　
２
０
０
０
円

（
バ
ス
代
な
ど
す
べ
て
込
み
）

● 

定
　
員
　
男
女
各
18
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

● 

締
　
切
　
１
月
15
日
（
水
）

※
バ
ス
ツ
ア
ー
受
託
会
社
は
、
㈱

西
九
州
ツ
ー
リ
ス
ト
で
す
。

♥

講師　山根理絵さん
 ㈲ チアーズ　代表

● 
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
独
身
者
。
も
し
く
は

結
婚
を
機
に
伊
万
里
市
に
住
む
意
思
が
あ
る
人

● 

申
込
方
法
　
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話

● 

申
込
・
問
合
先
　
婚
活
応
援
課
（
　
☎
㉓
２
９
５
０
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　d

eai@
city.im

ari.saga.jp

縁
結
び
三
社
参
り
！
＆
　

ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

バ
ス
ツ
ア
ー 



　
昭
和
の
時
代
、
鉄
板
で
た
た

い
て
鉈な
た

や
鎌か
ま

を
作
る
『
鍛か

じ

や

冶
屋
』、

竹
細
工
の
ザ
ル
や
テ
ボ
を
作
る

『
竹
屋
』
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
帰
り
に
、
そ
う
い
う
職
人
さ

ん
の
仕
事
ぶ
り
を
見
な
が
ら
道
草

し
て
帰
宅
し
た
も
の
で
す
。

　
現
代
は
、
大
量
生
産
さ
れ
た

家
具
や
小
道
具
が
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
手
に
取
る
と
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
外
国
製
で
、
何
か
し
っ
く
り
と

き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
家
具
と
い
え
ば
、
毎

年
、
全
国
建
具
展
示
会
で
内
閣
総

理
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る

『
現
代
の
名
工
』・
松
尾
克
美
さ
ん

（
大
坪
町
）
の
作
品
に
は
、
職
人

技
の
極
致
を
見
る
思
い
で
す
。
手

作
業
で
杉
材
を
小
さ
く
加
工
し
た

部
材
を
念
入
り
に
組
み
込
ん
で
仕

上
げ
る
逸
品
『
組く
み

子こ

入い
り

間ま

仕じ

切き
り

板い
た

戸ど

』
は
、
今
や
日
本
を
代
表
す

る
建
具
の
傑
作
で
す
。

　
江
戸
小
紋
職
人
が
、
手
作
業
に

比
べ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使

し
て
作
っ
た
作
品
は
、
安
っ
ぽ
い

単
調
な
小
紋
に
な
っ
た
と
述
懐
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
紋
だ
け
で
は
な

く
、
松
尾
さ
ん
の
杉
材
加
工
に
し

て
も
、
機
械
は
正
確
に
削
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
削
り
口
の
滑
ら

か
さ
で
は
熟
練
し
た
職
人
の
鉋
か
ん
な
と

は
雲
泥
の
差
が
あ
る
の
で
す
。

　
現
在
の
木
造
建
築
は
、
す
で
に

加
工
さ
れ
て
い
る
木
材
を
ボ
ル

ト
で
連
結
す
る
の
が
主
流
で
す

が
、
こ
れ
で
は
大
工
は
た
だ
の

組
立
工
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

木
材
を
吟
味
し
、
一
本
ず
つ
心
を

込
め
て
加
工
し
、
仕
上
げ
て
い
く

の
が
大
工
職
人
と
し
て
の
技
で

す
。
こ
の
よ
う
な
専
門
的
な
技
を

持
っ
た
職
人
が
、
あ
ら
ゆ
る
業
種

に
お
い
て
減
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
最
新

技
術
の
前
に
、
職
人
の
技
は
『
無

用
の
長
物
』
と
な
り
つ
つ
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
の
中
学
の
同
級
生
た
ち
も
卒

業
と
同
時
に
大
工
や
左
官
の
親
方

に
弟
子
入
り
し
、
住
み
込
み
で
仕

事
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
技
術
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
上
下
関
係
や

礼
儀
な
ど
社
会
人
と
し
て
の
生
き

方
を
修
業
を
通
し
て
学
び
、
や
が

て
親
方
と
な
っ
て
弟
子
を
取
り
、

技
術
を
伝
承
し
、『
人
育
て
』
を

し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

職
人
と
し
て
の
匠
た
く
み
の
技
と
仕
事
へ

の
姿
勢
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
も
四
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し

た
。
物
が
豊
か
に
な
り
、
人
間
の

心
や
体
も
甘
や
か
さ
れ
弱
く
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
若

者
の
離
職
率
の
高
さ
や
フ
リ
ー

タ
ー
の
増
加
を
見
る
に
つ
け
、
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
昭
和
の

『
職
人
文
化
』
が
消
え
な
い
で
と

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 

職
人
文
化

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和
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《体育功労者》（個人８人）
◇池田浩一郎    （伊万里体育協会）
◇久保川則夫    （黒川町体育協会）
◇水尾　義孝    （波多津町体育協会）
◇栗原　　崇    （伊万里市卓球協会）
◇原　　國義    （伊万里市軟式野球連盟）
◇光武信一郎    （伊万里市バスケットボール協会）
◇栁ケ瀬尚人    （伊万里市ゲートボール協会）
◇（故）口石　將博    （伊万里市柔道協会）

《スポーツ賞》（個人２人、団体４）
◇柳本幸之介    （水　泳）
◇前田　成道    （水　泳）
◇伊万里中学校野球部
◇啓成中学校男子バレーボール部
◇青嶺中学校相撲部
◇敬徳高等学校卓球部男子

《県民体育大会功労賞》（個人５人、団体５）
◇脇山まりも    （水泳 25 ㍍自由形・バタフライ）
◇河田　　純    （水泳 25 ㍍バタフライ）
◇宮地耕太郎    （水泳 50 ㍍背泳ぎ）
◇岡本　展代    （水泳 25 ㍍平泳ぎ）
◇伊万里B（大野嘉人、前田智浩、副島裕介、藤　政貴）

（陸上 400 ㍍リレー）
◇陸上競技一般男子
◇テニス競技一般女子
◇バスケットボール競技一般男子
◇バレーボール競技一般男子
◇ボウリング競技一般男女

　市のスポーツ振興に顕著な功績があった人に贈る
『体育功労者』・『スポーツ賞』・『県民体育大会功労賞』
の表彰式が 11 月 24 日、市役所でありました。受
賞した皆さんは次のとおりです。

（順不同、敬称略）

平成25 年度 市体育協会
体育功労者・スポーツ賞・

県民体育大会功労賞

　
事
業
用
の
償
却
資
産
の
所
有
者

は
、
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
税

務
課
固
定
資
産
税
係
へ
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

税
（
法
人
税
、
所
得
税
）
の
確
定

申
告
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

償
却
資
産
と
は

　
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

　
産
で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、

　
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に

　
所
有
し
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・

　
器
具
・
備
品
な
ど
の
資
産
で
す
。

▽ 

注
意
点

　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
、
農
業
用
薬
剤
散
布
車
、
田
植

機
な
ど
、
次
の
①
、
②
の
両
方

の
条
件
を
満
た
す
も
の
は
、
小

型
特
殊
自
動
車
に
該
当
し
ま
す
。

① 

乗
用
装
置
を
備
え
て
い
る

② 

最
高
時
速
35
㌔
未
満

　
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る

場
合
は
、
償
却
資
産
の
申
告
か

ら
除
外
し
、
軽
自
動
車
税
の
申

告
を
行
い
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
）

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

私
有
地
内
の
使
用
で
、
公
道
を
走

ら
な
い
場
合
で
も
、
標
識
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
の
提
出

や
法
人
市
民
税
の
申
告
、
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
の
申
告
に

つ
い
て
、
地
方
税
の
総
合
窓

口
『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(

エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）』
に
よ
る
電
子
申
告
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
利

用
す
る
に
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
利
用
届

出
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、h

ttp
://

w
w

w
.e

lta
x.jp

/

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
な
お
、
平
成
25
年
中
に
資
産

の
増
減
が
あ
っ
た
人
は
、
必
ず

増
減
資
産
が
分
か
る
資
料
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　

▽ 

償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

▽ 

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

事
業
用
償
却
資
産
に
関
す
る

固
定
資
産
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
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　事件や事故が多くなる年末年始に向けて伊万里警察署で

特別警戒隊の出発式があり、警察官など約80人が参加し

ました。特別警戒隊は、毎年、警察署と地域防犯ボランティ

ア団体の共同で編成していて、この時期の事件や事故を未

然に防ぐために金融機関や通学路などを重点的にパトロー

ルします。特別警戒隊は今月10日まで活動を行います。

↑出発式後、パトカーや青色回転灯搭載車が一斉に巡回に繰り出した

　　　 年末年始特別警戒隊が編成され出発式明るい新年を迎えて欲しい一心で

　大坪町古賀地区で、氏神様『今岳大権
ごん

現
げん

』の分霊の世話

役（頭
つう

）を翌年の当番に引き継ぐ『頭わたし』がありました。

これは、今年の豊作に感謝し、また、長寿や健康を願う祭

です。大権現や神主、ほら貝吹きになど新しい世話役たち

は、たっぷりと墨を塗った顔で代々伝わる衣装を身にまと

って地区内を練り歩き、道行く人に笑顔を届けていました。

↓顔をユーモラスに隈取りし、地区巡回に出かける今年の世話役たち

　　　 明治時代から続く伝統行事『頭わたし』何よりも笑顔が魅力的な奇祭です

みんなの広場

12.14

まちの話題

みんなの広場

11.29

　地域の人たちと触れ合うことで児童クラブ

の活動を広く知ってもらおうと、学童フェス

タ2013が立花公民館でありました。これは、

市児童クラブ連絡会が約１か月前から企画、

準備をして毎年行っているもので、今回が４

回目。児童クラブに通う児童たちとその保護

者、ボランティアなど約400人の参加者は、

昔あそびや放浪の合唱作曲家・弓
ゆ

削
げ

田
た

健
けん

介
すけ

さ

んのミニコンサートなど多彩な催しに心を躍

らせ、笑顔の花をたくさん咲かせていました。

　　　 学童フェスタ 2013 で交流深まる笑顔をいっぱいつくれた日

↓透明感のある歌声で会場を魅了した、この日が誕生日の弓削田健介さんにプレゼントのサプライズ

11.23

人気が殺到したボルダリング 笑顔があふれていたマンカラ大会
子どもたちに大好評だったサガ
ン鳥栖キッズサッカースクール



ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

2014.113

　『だれもが自分らしく輝くことのできる社会を目指して』

をテーマに、敬徳高校生徒会が中心となって『ハートフル

フォーラム 2013 in 伊万里』を市民センターで開催。この日

は、『外国人の人権について考えよう』と題した講演や障害

福祉サービス事業所ＪＯ Y 倶楽部によるコンサートなどがあ

り、人権について身近に感じ、考え、学ぶ機会が提供されました。

　二里町大里の神
かみのはら

原八幡宮で、燃えさかる松
たい

明
まつ

の火煙の中、

新米のもち米を丸く握った『御
ご

供
くう

さん』を奪い合う『取り追

う祭り』がありました。これを食べると１年間を無病息災で

過ごせるといわれ、12 月最初の卯
う

の日の前夜に行われてい

ます。この日も大勢の見物客が見守る中、火の粉と威勢の

いい掛け声が飛び交う激しい攻防が繰り広げられました。

↑『御供さん』を巡る激しい攻防。祭り最大の見せ場・松明合戦

↑敬徳高校の生徒らによる老人介護をテーマにした演劇

　『「目指せ！甲子園」プロジェクトチーム』の取り組みと

して、講師に伊万里高校出身で元プロ野球選手の渡辺博敏

さんを招いて、２回目となる『伊万里市野球講演会』が立

花公民館で開催されました。この日は、少年野球の指導

者や高校球児など約 100 人が参加し、渡辺さんの選手時

代や監督時代の苦労話などに熱心に耳を傾けていました。

↓選手時代や監督時代に学んだノウハウを熱く語る渡辺博敏さん

　　　 チーム甲子園による第２回伊万里市野球講演会元プロ野球選手の経験を学んだ日

12.14

11.24

　『ふるさとの明日を歌おう』をテーマに『第 22 回市民音

楽祭』が開催されました。今回は、『交響詩伊万里』を歌い

継ごうと、同音楽祭では 13 年ぶりに有志や市民らが合唱。

この曲は、34 年前に市政 25 周年を記念して作られた曲（作

詞：市出身の片岡繁男さん、作曲：團
だん

伊
い く ま

玖磨さん）で、美し

い詩と旋律の大合唱に、観客は感慨深く聴き入っていました。

　　　 第 22 回市民音楽祭〜ふるさとの明日を歌おう〜世代を超えて音楽の魅力を共感

12. 3

　　　 豊作に感謝し、長寿や健康を祈る『取り追う祭り』圧倒的な迫力の勇壮果敢な火祭り

　　　 ハートフルフォーラム 2013 in 伊万里敬徳高校生徒会から提案した人権
12. 8

↓特別企画『交響詩伊万里』では、郷土伊万里を思い心に響く歌声を披露
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山
里
の
猪し

し

を
肴

さ
か
な

に
燗か

ん

熱あ
つ

し

恵え

方ほ
う

な
る
外と

山や
ま

の
裾
に
涌
き
い
づ
る

　
清
水
汲
み
き
て
あ
ら
た
ま
を
祝ほ

ぐ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

中
倉
　
文
枝

　
伊
万
里
中
学
校
と
市
内
４
つ
の

高
校
が
、
伊
万
里
駅
通
商
店
街
の

空
き
店
舗
で
『
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ

ン
ジ
交
流
館
』
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伊
万
里
駅
通
商
店
街

振
興
組
合
が
、
市
街
地
や
商
店

街
を
さ
ら
に
元
気
に
す
る
た
め
、

ま
た
、
学
生
に
創
業
・
就
業
体

験
・
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
商
業
に
関
す
る
知
識
を
深
め

た
り
、
将
来
の
進
路
決
定
な
ど
に

役
立
て
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
空
き
店
舗
利
活
用
策

で
、
今
回
が
２
回
目
で
す
。

　
11
月
９
日
〜
15
日
は
伊
万
里
中

学
校
、
11
月
16
日
〜
21
日
は
伊
万
里

商
業
高
校
、
11
月
25
日
〜
12
月
１

商
店
街
を
盛
り
上
げ
る
た
め
学
生
が
ひ
と
肌
脱
ぎ
ま
し
た

『
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
交
流
館
』

日
は
敬
徳
高
校
、
12
月
８
日
〜
17

日
は
伊
万
里
高
校
、
12
月
19
日
〜

21
日
は
伊
万
里
農
林
高
校
が
、
各

学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
自
分
た

ち
だ
け
の
店
を
出
店
し
、
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
企
画
や
グ
ッ

ズ
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
は
、「
学
生
の
豊
か
な
創
造

性
に
関
心
し
た
」、「
商
店
街
に
親

し
み
を
持
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
伊
万
里

駅
通
商
店
街
振
興
組
合
に
よ
る
抽

選
会
が
あ
る
な
ど
、
商
店
街
は
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

↑伊万里中学校のショップは手作り作品を買
　い求める人など多くの人でにぎわいました

↑敬徳高校では１㍑で 130 ㌔走るエ
　コノカーが登場し人気を集めました

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

松
尾
　
昭
良

↑伊万里商業高校自慢の『伊万里焼カレー』
　の魅力をお客さんにアピールする生徒

　
12
月
16
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
　
木
妙
さ

ん
を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
記
念

の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
妙
さ
ん
は
、
入
所
中
の
グ
ラ
ン
パ

ラ
ン
い
ま
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
問
い

か
け
に
も
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
答

え
ら
れ
、「
こ
こ
の
ご
飯
は
お
い
し

い
」
と
、
好
き
嫌
い
な
く
毎
日
３
食

楽
し
み
に
食
べ
ら
れ
る
な
ど
お
元
気

そ
の
も
の
。
趣
味
は
手
先
の
器
用
さ

を
生
か
し
た
和
裁
で
、
評
判
を
聞
い

た
人
た
ち
が
仕
立
て
の
依
頼
に
来

て
い
た
ほ
ど
の
腕
前
だ
そ
う
で
す
。

　
明
る
く
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た

性
格
の
妙
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、「
く
よ
く
よ
と
悩
ま
な
い
こ

と
、
好
き
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
す

る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

　
市
長
か
ら
記
念
メ
ダ
ル
を
贈
呈
さ

れ
る
と
、
手
を
合
わ
せ
て
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
や

入
所
中
の
皆
さ
ん
な
ど
約
80
人
か
ら

祝
福
を
受
け
、
幸
せ
そ
う
な
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

お
元
気
で

　
木
　
妙 

さ
ん

            

（
グ
ラ
ン
パ
ラ
ン
い
ま
り
）

↑市長から百寿メダルを贈呈され手
を合わせて喜ばれる　木妙さん
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
４
つ
の
分
科
会
で

は
、
取
り
組
み
状
況
の
報
告
や
課

題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
今
後
も

地
域
や
家
庭
、
学
校
な
ど
が
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性
な

ど
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
、
波
多
津
東
幼
稚
園

で
、『
絵
本
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
』

を
テ
ー
マ
に
、
波
多
津
町
ま
ち
づ

く
り
運
営
協
議
会
が
中
心
と
な
り

『
家
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
波
多
津

東
幼
稚
園
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
の
読
書
離
れ
や
い

じ
め
な
ど
の
社
会
問
題
を
背
景
に
、

家
庭
で
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
具

体
的
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
家
読

　
12
月
１
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

『
ひ
ろ
げ
よ
う
　
つ
な
げ
よ
う
　
笑

顔
・
人
・
夢
』
を
テ
ー
マ
に
、
親

子
で
本
を
読
み
、
感
じ
た
こ
と
を

話
し
合
う
家う

ち
ど
く読

（
家
庭
読
書
の
略
）

に
つ
い
て
考
え
る
『
九
州
う
ち
ど

く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

伊
万
里
』
が
開
催
さ
れ
、
家
読
に

取
り
組
む
自
治
体
関
係
者
な
ど
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
の
柳
田
邦
男
さ
ん
が
、

『
読
み
聞
か
せ
は
子
育
て
の
魔
法
の

杖つ
え

』
と
題
し
て
、
家
庭
で
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

家
読
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

ひ
ろ
げ
よ
う
　
つ
な
げ
よ
う
　
笑
顔
・
人
・
夢

家
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
in
波
多
津
東
幼
稚
園

九
州
う
ち
ど
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム 
in 

伊
万
里

↑シンポジウムの中で「孫と一緒に絵本
を楽しみたい」と話す森戸吉昭さん

を
推
進
し
よ
う
と
開
催
し
た
も
の

で
、
こ
の
日
は
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
約
80
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
参
加
者
全
員
で
『
ふ
る

さ
と
』
を
合
唱
し
た
後
、
松
本
園
長

が
、
園
で
の
家
読
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
で
は
、

５
年
目
と
な
る
家
読
カ
ー
ド
の
取
り

組
み
や
保
護
者
な
ど
へ
の
お
す
す
め

本
の
紹
介
、
毎
月
の
目
標
冊
数
を
記

入
し
て
も
ら
う
な
ど
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
た
結
果
、
保
護
者
や
家

族
に
も
家
読
の
習
慣
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

親
子
で
お
気
に
入
り
の
お
す
す
め
の

絵
本
を
楽
し
く
紹
介
し
た
あ
と
、
園

児
た
ち
に
よ
る
紙
芝
居
や
劇
団
『
影

法
師
』
に
よ
る
影
絵
の
公
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
家

族
の
絆

き
ず
な

づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
ま
し
た
。↑祖母の代から読んでいるというお気

に入りの絵本を紹介する親子

↑「子どもに絵本を読んであげるときは、
解説をしないで」と話す柳田さん

山口　愛
あ

弓
ゆみ

さん

★
勤
務
先
は

　
伊
万
里
信
用
金
庫
に
勤
務
し
、

５
年
目
に
な
り
ま
す
♬
常
に
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
お
客

様
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
行

動
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
☆

相
談
な
ど
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
知
識
も
増
や
し
、
お

も
て
な
し
の
心
で
頑
張
り
ま
す
(^^)

★
好
き
な
食
べ
物
は

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
フ
ェ
と
お
肉
★

★
休
日
は

　
友
達
と
一
緒
に
買
い
物
に
出
か
け

た
り
、
わ
が
家
の
愛
犬
と
の
ん
び

り
過
ご
し
た
り
し
て
い
ま
す
☆

★
趣
味
・
特
技
は
　
音
楽
鑑
賞
♬

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
　

　
一
緒
に
い
て
、
楽
し
い
人
♥

★中井樋

★おとめ座・Ａ型

　
ぼ
く
は
変
身
ご
っ
こ
に
夢
中
な
ん

だ
♬
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
の
変
身
は
特

に
か
っ
こ
良
く
で
き
る
よ
★
両
手
を

回
し
な
が
ら
ジ
ャ
ン
プ
す
る
ん
だ
♥

そ
れ
か
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も
好
き
だ

し
、
ま
ま
ご
と
遊
び
も
い
ろ
ん
な
役

に
変
身
で
き
る
か
ら
大
好
き
だ
よ
(^^)

 谷口 　蓮
れん

さん

　
や
ん
ち
ゃ
で
い
つ
も
明
る
く
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
蓮
く
ん

(^^)
こ
れ
か

ら
も
３
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
と

仲
良
く
、
元
気
に
成
長
し
て
ね
♥

★康
やすたか

隆・絵
え り

梨さんの長男

★西円蔵寺

(　  )３歳
４か月

(23 歳)



1 月の市民スポーツ

1 月の町民スポーツ

５日（日）
● 広島東洋カープ少年野球教室

in 伊万里
　午前９時開会　国見台野球場　
12 日（日）
● 新春古伊万里ロードレース大会
　午前 10 時 10 分スタート　

駅通り商店街ほか
13 日（月・祝）、18 日（土）
● 小学生ミニバスケットボール大会
　午前８時 30 分開会

　国見台体育館ほか
２月２日（日）
● スポーツ少年団剣道交流大会
　午前９時開会　国見台武道館

男子ロードレース（２㌔）
順 位 氏　名 所　属 タイム
優 勝 澁田隆之助 伊万里ＪＡＣ 7：21

２ 位 野中　聖弥 川副陸上 7：32

３ 位 副島　幸成 川副陸上 7：39

男子駅伝 市内の部 (10 ㌔ )
順 位 チーム名 タイム
優 勝 伊万里三香クラブＡ 36：40

２ 位 IRRC 38：23

３ 位 青嶺陸上クラブＡ 40：23

区間賞
区　間 氏　名 所　属 タイム
１区

（2.0㌔）石丸　瑛二 北波多ＩＲＣ 6:55

２区
（1.6㌔）上神　汰仁 伊万里三香クラブＡ 5:49

３区
（1.6㌔）池田　嵐真 伊万里三香クラブＡ 5:54

４区
（1.6㌔）

山本　和樹 伊万里三香クラブＡ
6:05

佐藤　史弥 道越少年野球Ａ

５区
（1.6 ㌔）中村　優斗 道越少年野球Ａ 5:58

６区
（1.6㌔）吉田　天馬 伊万里三香クラブＡ 5:38

女子ロードレース（２㌔）
順 位 氏　名 所　属 タイム
優 勝 谷川　実咲 伊万里ＪＡＣ 7：47

２ 位 谷口　莉蘭 伊万里ＪＡＣ 7：58

３ 位 原田真友子 IRRC 8：05

女子駅伝の部 (5.9 ㌔ )
順 位 チーム名 タイム
優 勝 伊万里三香クラブＡ 23：58

２ 位 朝日陸上クラブＡ 24：41

３ 位 江北ビッキーズＡ 24：50

区間賞
区　間 氏　名 所　属 タイム
１区

（1.5㌔）小林こゆき 伊万里三香クラブＡ 5:53

２区
（1.1㌔）野口ののか 伊万里三香クラブＡ 4:16

３区
（1.1㌔）朝永　樹里 朝日陸上クラブＡ 4:29

４区
（1.1㌔）原　　夏希 IRRC 4:22

５区
（1.1㌔）

古川　眞子 伊万里三香クラブＡ

4:39本山真里菜 朝日陸上クラブＡ

角町　花奈 川副陸上

団体戦
優　勝 準優勝 ３　位

一般の部 江里口工業Ｂ 松武館ＯＢ 江里口工業Ａ 柳本ＪＡＰＡＮ

女子の部 Yo! Hey!（伊高ＯＢ） 有田町剣愛会

個人戦　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　※ 敬称略
優　勝 準優勝 ３　位

男子の部 碇　　竜治
（江里口工業）

田尻　晃嗣
（江里口工業）

大久保聡志
（楽勝会）

嘉村　退三
（江里口工業）

女子の部 山口　　恵
（赤門館）

力武　　希
（柳本ＪＡＰＡＮ）

● 期 日　12 月１日（日）　  ● 参加数　ロードレースの部 男子120人、女子36人
● 場 所　国見台陸上競技場　　　　　　駅伝の部 男子 19 チーム、女子 17 チーム

※ 敬称略

名村カップ2013伊万里ジュニア駅伝大会

１日（水）
● 牧島地区新春歩こう会
　午前８時開会　牧島公民館周辺
● 東山代町新春走ろう歩こう会
　午前８時開会　東山代町内
２日（木）
● 大川内町新春走り初め
　午前８時開会　大川内町内
２月２日（日）
● 大川内町民卓球大会
　午前８時 30 分開会　大川内小学校
● 伊万里地区卓球大会
　午前９時 30 分開会　啓成中学校

● 期　日　11 月 24 日（日）

● 場　所　国見台武道場

● 参加チーム数　24 チーム
第７回古伊万里ライオンズ
クラブ旗争奪中学生野球大会

平成 25年度伊万里（職域）剣道大会

● 期　日　11 月 23 日（土）、

　　　　　24 日（日）

● 場　所　国見台野球場、

　　　　　赤坂野球場（有田）

● 参加チーム数　９チーム

● 成　績

▷優　勝　伊万里中学校

▷準優勝　東陵中学校

チームで懸命にたすきをつなぎ見事に優勝
を果たした伊万里三香クラブＡ（女子）の
２区から３区へのタスキ渡し

※韓国・釜山から、女性剣士３
人の参加がありました。
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敢闘賞　海心館（釜山）

←相手の隙
すき

を狙って攻める東山代体協の小野
選手（左）と大志館（大川）の野中選手（右）



　
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
、
言
葉
は
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
ま
す
。

　
買
い
物
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
４
歳
ぐ
ら
い
の
男
の
子
と
２

歳
ぐ
ら
い
の
女
の
子
が
お
菓
子
を

持
っ
て
、
母
親
と
一
緒
に
レ
ジ
に
並

ん
で
い
ま
し
た
。
順
番
が
来
て
、
男

の
子
は
店
員
さ
ん
か
ら
お
菓
子
に

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
う
と
、
大
き

な
声
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

受
け
取
り
ま
し
た
。
女
の
子
も
同
じ

よ
う
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
ぴ
ょ
こ

ん
と
頭
を
下
げ
ま
す
。
レ
ジ
の
人
も

そ
の
２
人
の
子
ど
も
に
対
し
て
優
し

い
笑
顔
で
応
え
ま
す
。

　
こ
の
出
来
事
は
、
周
り
の
人
た
ち

を
ほ
っ
こ
り
と
温
か
い
気
持
ち
に
さ

せ
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
何
気
な
い
感
謝
の
言
葉
と
行
動
に

は
、
こ
の
家
庭
の
温
か
さ
ま
で
感
じ

ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」に
限
ら
ず
、

ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
は
、
と
き
に
私

た
ち
の
心
を
ほ
ぐ
し
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
ま
で
築
い
て
く
れ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
子
ど
も
と

接
す
る
機
会
の
少
な
い
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
あ
る
新
聞
の
投
稿
欄
に『「
お

は
よ
う
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
お

帰
り
」
と
、
登
下
校
の
子
ど
も
た
ち

に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

と
て
も
幸
せ
。
そ
し
て
、
元
気
を
も

ら
う
』
と
あ
り
ま
し
た
。
声
を
掛
け

ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
き
っ
と
同
じ

よ
う
に
元
気
を
も
ら
い
、
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
言
葉
を
交
わ
す
機
会
の
少
な
い
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
子
育
て
に
悩
む

核
家
族
の
親
な
ど
、
家
族
や
地
域
で
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が

難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、周
り
の
人
と
挨あ

い
さ
つ拶

を
交
わ
し
た
り
、

困
っ
て
い
る
人
に
「
何
か
お
手
伝
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
声

を
掛
け
た
り
す
る
な
ど
の
、
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
誰
も
が
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ

る
よ
う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
を

お
互
い
に
掛
け
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
そ
う
す
れ
ば
、
人
と
人
と
が

つ
な
が
る
住
み
よ
い
社
会
が
少
し

ず
つ
築
か
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
12
月
11
日
、
第
15
回
伊
万
里
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
交
流
会

が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
と
午
後
の
部

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
市
内
の

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
、
町
ご
と
に
、

揃そ
ろ

い
の
衣
装
で
踊
り
や
詩
吟
、
寸

劇
な
ど
の
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
45
組
が
出
演
し
、
日
ご
ろ
の
稽け

い

古こ

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
多
彩
な
演
舞

の
連
続
に
、
満
員
の
会
場
か
ら
は
、

終
始
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
観
客

ら
は
心
ゆ
く
ま
で
発
表
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２０８

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
社
会
に

↑大坪町の会員による『美子の花笠音
頭』が会場を盛り上げました

　
　
　

　　

染そ
め
つ
け付

銹さ
び

地じ

茄な

す子
文も

ん
ざ
ら皿

　
　
　
　
　
〜 

二
つ
の
文
様
解
釈 

〜

　
会
い
に
行
け
る
焼
き
物
⑩  

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
お
正
月
の
初
夢
に
か
け
て
、

今
月
は
『
染
付
銹
地
茄
子
文
皿
』

を
お
届
け
し
ま
す
。   

　
染
付
銹
地
茄
子
文
皿

は
、
１
６
５
０
年
代
後
半
～

１
６
６
０
年
代
前
半
に
作
ら
れ

た
染
付
の
鍋
島
焼
で
、
口
径

15
・
２
㌢
、
底
径
８
・
４
㌢
、

高
さ
３
・
４
㌢
の
浅
い
皿
で
す
。

初
期
の
作
品
で
、
皿
の
内
側

い
っ
ぱ
い
に
茄
子
を
描
い
て
い

ま
す
。

　
茄
子
の
輪
郭
と
ヘ
タ
は
、
写

実
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
身
は
酢か
た
ば
み

漿
草
文
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
鍋
島

で
は
、
こ
の
よ
う
に
具
体
的

な
も
の
の
輪
郭
と
抽
象
的
な

模
様
と
を
組
み
合
わ
せ
る
図

案
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
銹
地
茄

子
文
皿
で
す
が
、
一
説
に
よ

る
と
、
茄
子
の
ヘ
タ
が
実
は

翼
を
広
げ
た
鳳ほ
う
お
う凰
を
上
下
逆

さ
ま
に
描
い
た
も
の
だ
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に

は
ど
う
見
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　
染
付
銹
地
茄
子
文
皿
は
、
伊

万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
中
の
『
徳
川
将
軍
が
愛
し
た

う
つ
わ
た
ち
　
鍋
島
焼
展
』
で
、

１
月
13
日
ま
で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
開
館
時
間
や
入
館
料
な
ど
に

つ
い
て
は
、
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
☎
㉒
２
２
６
７
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
交
流
会
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た
め
に
作
成
し
た
『
伊
万
里
都
市

計
画
用
途
地
域
指
定
変
更
の
原
案
』

に
つ
い
て
、
説
明
会
と
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

■ 

用
途
地
域
指
定
の
変
更

▽
大
坪
町
白
野
地
区
の
一
部

▽
立
花
町
西
円
蔵
寺
地
区
の
一
部

《
説
明
会
》

● 

日
　
時
　
１
月
16
日
（
木
）

午
後
７
時

● 

場
　
所
　
大
坪
公
民
館

《
公
聴
会
》

● 

日
　
時
　
１
月
29
日
（
水
）

午
後
７
時

● 

場
　
所
　
大
坪
公
民
館

■ 

変
更
原
案
の
閲
覧

● 

日
　
時

１
月
７
日
（
火
）
〜
21
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

● 

閲
覧
場
所
　
都
市
開
発
課

■ 

公
聴
会
に
つ
い
て

　
変
更
原
案
に
対
す
る
意
見
陳
述

を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の
様

式
（
閲
覧
場
所
、
説
明
会
会
場

に
準
備
）
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理

由
（
８
０
０
字
程
度
）
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

意
見
提
出
締
切
　
１
月
21
日
（
火
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
都
市
開
発
課
都
市
計

画
係 

（
　
☎
㉓
２
４
７
６
）

チャンネル

　
市
で
は
、
市
有
地
の
一
般
競
争

入
札
に
よ
る
売
却
を
行
い
ま
す
。

● 

対
象
と
な
る
物
件

(

物
件
１
）

▽
伊
万
里
市
大
坪
町
字
葉
蓋
甲

２
４
４
３
番
１
４
４
（
栄
町
団

地
内
）

▽
雑
種
地
　
２
９
５
㎡

▽
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）

４
６
３
万
１
５
０
０
円

(

物
件
２
）

▽
伊
万
里
市
山
代
町
楠
久
字
大
園

２
５
９
番
２
７

▽
宅
地
　
１
０
３
・
45
㎡

▽
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）

８
１
万
７
２
５
５
円

● 

入
札
日
時
　
１
月
31
日
（
金
）

▽(

物
件
１
）　
午
前
10
時

▽(

物
件
２
）　
午
前
11
時

● 

入
札
場
所

　
市
役
所
第
３
会
議
室
（
３
階)

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
事
前

　
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

● 

申
込
期
限
　
１
月
17
日
（
金
）

※
申
し
込
み
の
際
に
は
、
書
類
の

提
出
が
必
要
で
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
財
政
課
管
財
係

　
　
　
　
　（
　
☎
㉓
２
１
１
３
）

　
適
正
な
土
地
利
用
を
促
進
す
る

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
①子どもをみる人がいなくて困っていませんか
   子育てファミリー・サポート・センターで

は、保育園などの保育時間前後の子どもの

預かりや送迎、留守家庭児童クラブへの送

迎および預かりなど（有料）を行っています。

気軽に相談してください。

②お誕生会

　１月生まれの乳幼児とその保護者
● 日　時　１月 22 日（水）

　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分

● 場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先

　子育て支援センターぽっぽ

　　　　　（☎㉓５１９７）

チャンネル

お知らせコーナー

《
作
品
展
》

● 

期
　
間
　
１
月
25
日
（
土
）
〜

27
日
（
月
）

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

展
示
内
容

　
絵
画
、
手
芸
品
、
工
芸
品
な
ど

《
式
典
・
コ
ン
サ
ー
ト
》

● 

日
　
時
　
１
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
０
時
30
分
開
会

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

入
場
料
　
無
　
料

● 

内
　
容
　
作
品
の
表
彰
、
体
験
発

表
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

● 

問
合
先
　
障
害
者
生
活
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
㉓
３
５
１
２
）

● 

日
　
時
　
１
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
生
徒
に
よ
る
販
売
は
午
後
２
時

20
分
ま
で

● 

場
　
所
　
伊
万
里
玉
屋
（
２
階
）

● 

販
売
製
品
　

　
木
工
・
ハ
ー
ブ
・
手
工
芸
製
品
（
プ

ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
、
鉛
筆
立
て
、

ソ
ッ
プ
マ
ッ
ト
、
ト
ー
ト
バ
ッ

ク
、
ブ
ー
ツ
キ
ー
パ
ー
な
ど
）

● 

問
合
先
　

　
伊
万
里
特
別
支
援
学
校
中
学
部

　
　
　
　
　（
☎
㉓
８
５
５
４
）

ふ
れ
あ
い
障
害
者

文
化
祭
・
コ
ン
サ
ー
ト

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

は
っ
て
ん
マ
ー
ケ
ッ
ト

市
有
地
を
入
札
し
て

売

却

し

ま

す

都
市
計
画
用
途
地
域
指
定

変
更
案
の
説
明
・
公
聴
会

182014.1
※お詫び　市役所だより 12 月号８ページ『保健コーナー』左下の『年末・年始の急病時には、「休日・夜間

急患医療センタ」を利用してください』の中で、『12 月 31 日（火）から』を誤って『12 月 30
日（月）から』と掲載しておりました。ご迷惑をおかけしましたことをお詫びして、訂正いたします。



育
係 

（
　
☎
㉓
３
１
８
５
）

● 

日
　
時
　
１
月
15
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
二
里
公
民
館

● 

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
文
子 

氏

　
　
　
　
　
　
　
井
之
　
一
行 

氏

● 

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　
万
里
支
局
（
　
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
造
林
事
業
補
助
と
森
林
山
村
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
事
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
県
で
は
、
計
画
性
（
森

林
経
営
計
画
、
特
定
間
伐
等
促
進
計

画
な
ど
）
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
人

工
造
林
や
保
育
（
下
刈
り
、
間
伐
、

枝
打
ち
な
ど
）
の
森
林
整
備
に
対
し

て
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
国
で

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
一
緒
に
活

動
組
織
を
里
山
の
保
全
管
理
な
ど
を

行
う
場
合
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

● 

日
　
時
　
１
月
29
日
（
水
）

午
後
７
時

● 

場
　
所
　
市
役
所
大
会
議
室

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
説
明
会
に
参
加
し
な
く
て
も
申

請
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、県
庁
林
業
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
佐
賀
森
林
山

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
子
育

　
て
支
援
室
（
　
☎
㉓
２
１
７
４
）

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
の
支
払
い
に
困
っ
て

い
る
保
護
者
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

● 

就
学
援
助
の
対
象
者

　
市
内
に
在
住
し
、
小
・
中
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

で
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
こ
れ

に
準
ず
る
程
度
の
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

● 

援
助
費
目

　
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
校

外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
通

学
費
、
給
食
費
、
医
療
費

※
詳
し
く
は
、
各
小
・
中
学
校
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
学
校
教
育
課
学
校
教

村
対
策
地
域
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
農
山
漁
村
整
備
課
林
務

水
産
係
（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
緑
の
募
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ

た
募
金
は
、
国
内
外
の
森
林
整
備

な
ど
に
大
切
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▽
家
庭
募
金
　
31
万
２
３
０
０
円

▽
そ
の
他
（
学
校
募
金
な
ど
）

　
３
万
３
３
５
３
円

● 

問
合
先
　
美
し
い
緑
の
郷
土
づ

く
り
県
民
運
動
伊
万
里
市
推
進

協
議
会
（
農
山
漁
村
整
備
課
内
） 

（
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
子
育
て
経
験
者
や
保
育
士
の
資
格

を
持
つ
人
が
対
象
の
講
習
会
で
す
。

● 

日
　
時

▽
１
月
23
日
（
木
）
午
前
９
時
40
分

▽
１
月
24
日
（
金
）
午
前
９
時

※
両
日
と
も
終
了
時
刻
は
、
午
後

３
時
で
す
。

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

受
講
料
　
無
　
料

● 

定
　
員
　
10
人

● 

申
込
期
限
　
１
月
16
日
（
木
）

● 
問
合
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ぽ
っ
ぽ
（
☎
㉓
５
１
９
７
）

　
母
子
・
寡
婦
家
庭
で
扶
養
す
る

子
ど
も
の
高
校
や
大
学
な
ど
へ
の

進
学
を
支
援
す
る
た
め
、
修
学
資

金
や
就
学
支
度
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

事
前
申
請
で
、
母
子
と
も
に
面
接

が
必
要
で
す
。
必
ず
事
前
に
問
合

先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ほ
か
の
奨
学
金
な
ど
と
の
重
複

や
、
市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る 

場
合
に
は
、
貸
付
け
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
の
資
金

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
限

▽ 

修
学
資
金
・
就
学
支
度
資
金
（
平

　
成
26
年
度
入
学
者
）

　
　
　
　
　
　
　
２
月
28
日 

（
金
）

※
市
役
所
開
庁
日
（
木
曜
日
を
除

く
）
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

チャンネル

お知らせコーナー

無

料

人

権

相

談

造

林

事

業

補

助

な

ど

の

説

明

会

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

●問合先　体育保健課（☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

         駅伝シーズン到来！
    〜始めよう有酸素運動（※）〜

（効用）①ストレス解消、②ダイエット、③
スポーツの基礎体力の養成、④生
活習慣病の予防

（種目）ウォーキング、ジョギング、水泳、
ランニングなど

（要点）①週に３回以上、②１回 20 分以上
自分に合った種目を、自分のやり
方で長く続けることが大事です。

（※）有酸素運動は、酸素を体内に多く摂
と

り
入れ、体内の脂肪を燃やし、生活習慣
や体質改善に大きな効果を発揮します。

体 力 づ く り 豆 知 識

19 2014.1

母
子
・
寡
婦
家
庭
へ
の

修
学
資
金
等
の
貸
付

緑
の
募
金
（
秋
期
）

お

礼

と

報

告

就

学

支

援

制

度

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

提
供
会
員
登
録
講
習
会

お気軽に
ご相談
ください

タップ情報通信ITセンター
TEL 050-3385-8805
FAX 050-3737-9231

Windows７＆８へ乗り換えよう!

有限
会社タップ情報通信

〒848-0031
佐賀県伊万里市二里町
八谷搦380-3-2F（旧 隆泉堂）
Eメール

△

info@tap-net.com
URL

△

http://tap-net.com

伊万里郵便局

トライアル

マクドナルド

ローソン

マックスバリュ

伊万里駅

ガスト

タップ情報通信

TAP情報通信
ITセンター
（旧隆泉堂）

国道202号線

TaPTaP

TaP

WindowsXPのメーカーサポートが
2014年４月９日 に終了します。
サポート終了に伴い
ウイルス感染やデータ流出などの
リスクが高くなり
危険です！
この機会にぜひ
ご検討下さい！ 新品・中古パソコン各種販売しております。

データ移行、設定もお任せ下さい！

XP⇨Win７＆８へ

設置しましょう。住宅用火災警報器（消防本部予防課☎㉓２１１８）



チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

 

● 受付期間　 ２月３日（月）〜28 日（金） 午前９時〜午後５時
● 作品搬入先　伊万里・有田焼伝統産業会館（大川内山）
● 出展料　　▷一般の部　1,000 円
　　　　　　▷子どもの部（中学生以下）　無　料
● 主な表彰　▷一般の部

鍋島大賞（１人 : 副賞 10 万円）、優秀賞（１
人 : 副賞５万円）、特別賞（１人 : 副賞２万円）

　　　　　　▷子どもの部
優秀賞（１人:記念品）、特別賞（２人:記念品）

● 募集要領請求・問合先　
　国際アマチュア陶芸展伊万里実行委員会事務局

（観光課観光戦略室内　 ☎⑳９０３１）

　土の香り漂う焼物の里『伊万里』
から、広く世界のアマチュア陶芸
家に呼びかけ『国際アマチュア陶
芸展伊万里 2014』を開催します。

太

極

拳

教

室

情熱と創造性に富んだ
あなたの作品をお待ちしています

国際アマチュア陶芸展
　 　伊万里 2014 作品募集

　
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
自
分
の
住
む
地
域
を
ど
う

に
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
意
欲

の
あ
る
人
を
電
源
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
が
行
う
研
修
へ
派
遣
し
ま
す
。

● 

日
　
程
（
１
泊
２
日
）

　
２
月
27
日
（
木
）
〜
28
日
（
金
）

● 

場
　
所
　
電
源
地
域
振
興
セ
ン

民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
、
男
女
協
働
・

ま
ち
づ
く
り
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

申
込
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

　『
自
分
の
し
あ
わ
せ
っ
て
な
あ
に
』

を
テ
ー
マ
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

語
り
合
う
こ
と
で
、
新
し
い
気
づ

き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

● 

日
　
時
　
１
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

● 

会
　
場
　
立
花
公
民
館

● 

対
　
象
　
ど
な
た
で
も

※
託
児
が
必
要
な
人
は
、
１
週
間

前
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
参
加
料
　
２
０
０
円（
飲
み
物
代
）

● 

申
込
期
限
　
１
月
20
日
（
月
）

● 

申
込
・
問
合
先
　
市
男
女
協
働

参
画
懇
話
会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』

事
務
局
　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ

く
り
課
（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

● 

期
　
日
　
２
月
４
日
（
火
）
〜

　
３
月
４
日
（
火
）
の
毎
週
火
・

　
金
曜
日
（
全
８
回
）

タ
ー
（
東
京
都
）

● 

内
　
容
　
地
域
独
自
の
資
源

（
特
産
品
や
観
光
地
な
ど
）
の
差

別
化
、
付
加
価
値
化
へ
の
各
種

方
策
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
な

ど
を
通
し
て
『
自
慢
の
逸
品
づ

く
り
』
を
学
び
ま
す
。

● 

参
加
料
・
旅
費
　
市
が
負
担

● 

募
集
人
数
　
３
人

● 

応
募
資
格
　
地
域
や
団
体
で
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
市
民

● 
応
募
方
法
　『
応
募
の
動
機
と
現
在

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
』（
４
０
０

字
程
度
）
と
申
込
書
の
提
出

※
申
込
書
は
、
各
町
公
民
館
、
市

ぼ
し
ゅ
う

次
代
を
創
る
研
修

※
２
月
11
日
は
除
く

● 

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

参
加
料
　
１
０
０
０
円

　（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

● 

定
　
員
　
30
人

● 

申
込
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
市
武
術
太
極
拳
連
盟
・
小
島

 

（
☎
０
９
０
‐
９
０
７
９
‐
６
０
７
７
）

● 

日
　
時
　
２
月
18
日
（
火
）
〜

20
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

● 

場
　
所
　
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ

　
レ
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
２
階

● 

受
講
料
　
無
　
料

● 

テ
キ
ス
ト
代
　
１
０
０
０
円

● 

定
　
員
　
15
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

● 

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き

（
往
信
裏
面
）住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
（
返
信
表
面
）
自
分

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

● 

申
込
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

● 

受
付
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

　
６
時
（
火
〜
金
曜
日
）

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
〒
８
４
９
‐
０
９
２
８

　
佐
賀
市
若
楠
３
‐
１
‐
15

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

　（
☎
０
９
５
２
㉝
３
１
５
５
）

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
か
た
れ
場

初

心

者

向

け

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

202014.1

昨年の鍋島大賞の作品

『線
せんこくいろぞうがんはち

刻色象嵌鉢』
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21 2014.1 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

こたつの温度設定は低めに
　こたつは、主に腰から下を暖める暖房器具なので、上半身は寒くな
りがちです。カーディガンなどの衣類を１枚多めに着込むことが暖か
さのポイントです。ストーブやエアコンなど他の暖房具と併用すると
きは、こたつは控えめな温度設定にしましょう。こたつの温度を『強』
から『中』に下げて、１日５時間使用した場合、年間で、
　電気 48.95kWh の省エネ、二酸化炭素 17.1kg の削減
になります。
■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（８日・22 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第２金曜日
（10 日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（16 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第 1・3 火曜日
（７日・21 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 毎週月〜金曜日 午前10時〜
午後４時

行政相談 第３金曜日
（17 日）

午前９時〜
正午

不動産相談
※ 佐賀県宅地建
　物取引業協会

第２木曜日
（９日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

毎週金曜日 午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約

毎週金曜日 午前９時 30 分
〜午後３時 面接室

唐津年金
事務所

０９５５
　５１６１

身障者相談 第４木曜日
（23 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

★伊万里市ふれあい文化祭

　26 日（日）午後０時 30 分開演

                                      （☎㉓２１５６）

★伊万里市成人式

　12 日（日）午後２時開演

　（☎㉓３１８６）

★新春かるた会（図書館ホール）

　11 日（土）午前 10 時〜午後０時 30 分

図書館フレンズいまり主催のかるた会で

す。どなたでも参加できます。幼児から大

人まで、日本伝統の遊びで年の初めを楽し

みましょう。

★子どもミニ上映会（のぼりがまのおへや）

　毎月第３日曜日　午後２時 30 分

　子ども向けのミニ上映会を行います。

★おはなし会（のぼりがまのおへや）

　毎週土曜日　午後２時 30 分〜３時

※ 催し物は、すべて無料です。

★１月の休館日　

　１〜３日、６日、13 日、20 日、27 日

　23 日（館内整理休館）

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市民図書館 ☎㉓４６４６

１ 月 の 行 事

市民センター ☎㉒３９１１

１月の市民相談

　弁護士やボランティア団体などを名乗って『債務整理をしないか』、

『過払い金返還請求をしないか』と電話で勧誘し、高額な着手金や手

数料などを要求されたというトラブルの相談が寄せられています。不

審な電話には注意をしてください。

● 問合先　伊万里市消費生活センター（☎㉓２１３６）

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

一人で悩まず
ご相談ください

72

債務整理をすると謳
うた

った電話勧誘に注意！
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↑美しい歌声を夜空に響かせた伊万
里少年少女合唱団

第11 回 輝け ! イマリフェスタ

イルミネーション点灯式

街が美しく輝いた

↑サンタやトナカイも参加し、伊万里
小学校コーラス部が歌で点灯を祝福

点灯式で一斉に点灯したツリーのイルミ
ネーションを道路向かい側から見る観客ドキドキしながら点灯スイッチをオン

↑伊万里子ども太鼓の会の威勢のい
い演奏でスタート

　『輝け！イマリフェスタ』が 11 月 30 日、伊万里駅前
広場で開催され、イルミネーションの点灯式がありまし
た。これは、道行く人に伊万里の冬を少しでも暖かく感
じてもらいたいと伊万里商工会議所青年部が実施してい
るもので、この日は子どもたちによる太鼓の演奏や合唱、
ダンスなどが行われました。また、イルミネーション屋
台村では温かいおでんやうどんなどの販売もあり、大勢
の人でにぎわいました。11回目となる今回は、昨年最大
７㍍だったツリーの上部をさらに丸く装飾。駅前公園や
大通りは、青や黄色の約 9 万個のＬＥＤ電球で美しく彩
られました。電球が一斉に点灯されると、参加した人た
ちは思い思いに携帯やカメラに納め、その美しさに歓声
を上げていました。市民の心も明るく灯してくれるイル
ミネーションは、２月14日まで楽しむことができます。

♪♩♪ ♬

ら

か

室

集

編人のうごき
平成 25 年 11 月末現在
●人口　57,345 人　　（− 16）
　　男　27,427 人　　（−   8）
　　女　29,918 人　　（−   8）
●世帯　22,568 世帯   （−   6）

（　）は前月比

広報　　　　　  2014-1
■発行日／平成 26 年１月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社

　
今
年
は
市
制
施
行
60
周
年
の
年
で
す
。
ソ
チ

五
輪
、
消
費
税
増
税
、
ブ
ラ
ジ
ル
Ｗ
杯
な
ど

も
あ
り
印
象
深
い
年
に
な
る
予
感
が
し
て
い
ま

す
。
さ
て
、
最
近
の
新
聞
広
告
の
中
で
心
に
石

を
投
げ
ら
れ
た
思
い
が
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。『
ボ
ク
の
お
と
う
さ
ん
は
、
桃
太
郎
と
い

う
や
つ
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
的
な
「
め
で

た
し
、
め
で
た
し
」
を
、
生
ま
な
い
た
め
に
。

広
げ
よ
う
、
あ
な
た
が
見
て
い
る
世
界
』。
こ

の
フ
レ
ー
ズ
に
泣
い
て
い
る
子
鬼
が
描
か
れ
て

い
る
、『
し
あ
わ
せ
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
め

で
た
し
、
め
で
た
し
？
』
と
い
う
作
品
で
す
。

自
分
の
視
野
の
狭
さ
や
、
す
ぐ
に
勝
ち
負
け
感

で
物
事
を
み
て
し
ま
う
愚
か
さ
を
恥
じ
ま
し
た

し
、『
し
あ
わ
せ
』
と
い
う
状
況
は
、
常
に
『
怖

さ
』
と
同
居
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
午
年
で
す
。
馬
は
視
野
が
３
５
０
度
あ

り
後
ろ
か
ら
近
づ
い
て
く
る
敵
に
も
気
づ
い
た

り
、
大
切
に
愛
情
を
注
い
で
く
れ
る
人
の
顔
を

一
生
覚
え
て
い
た
り
す
る
そ
う
で
す
。
馬
の
よ

う
に
広
い
視
野
や
感
謝
を
忘
れ
な
い
心
を
身
に

つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。
私
は
、
午
年
な
だ
け

に
、
食
事
を
う
ま
い
と
感
じ
ら
れ
る
毎
日
に
感

謝
し
た
り
、
う
ま
く
い
っ
た
人
な
ど
を
心
か
ら

褒
め
た
り
で
き
る
よ
う
な
年
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。２
０
１
４
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

何
か
が
少
し
で
も
う
ま
く
い
き
、
昨
年
よ
り
も

う
ま
み
が
出
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。（
友
）


